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 新規採用・削除医薬品等通知  
   薬剤部 医薬品情報管理係 

 

（薬品名） トラディアンス配合錠 AP   

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

Tradiance Combination Tablets AP 

1 錠中エンパグリフロジン 10mg、リナグリプチン 5mg 

エンパグリフロジン／リナグリプチン 

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社 

2018/11 

283.20 円 

873969 

2 型糖尿病治療剤 

効能・効果 2 型糖尿病 

ただし、エンパグリフロジン及びリナグリプチンの併用による治療が適切と判断される場合に限る。 

用法・用量 通常、成人には1日1回1錠（エンパグリフロジン／リナグリプチンとして10mg/5mg）を朝食前又は朝食後に経口投

与する。 

禁忌 1.本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

2.重症ケトーシス、糖尿病性昏睡又は前昏睡、1 型糖尿病の患者［輸液及びインスリンによる速やかな高血糖の

是正が必須となるので本剤の投与は適さない。］ 

3.重症感染症、手術前後、重篤な外傷のある患者［インスリン注射による血糖管理が望まれるので本剤の投与は

適さない。］ 

相互作用 血糖降下作用の増強 スルホニルウレア剤、速効型インスリン分泌促進薬、α-グルコシダーゼ阻害薬、ビグアナ

イド系薬剤、チアゾリジン系薬剤、GLP-1 受容体作動薬、インスリン製剤等、β遮断薬、サリチル酸剤、モノアミン

酸化酵素阻害剤等、リトナビル 

血糖降下作用の減弱 アドレナリン、副腎皮質ホルモン、甲状腺ホルモン等、リファンピシン 

他剤作用増強 チアジド系薬剤、ループ利尿薬等 

副作用 重大な副作用 低血糖、脱水、ケトアシドーシス、腎盂腎炎、外陰部及び会陰部の壊死性筋膜炎（フルニエ壊疽）

敗血症、腸閉塞、肝機能障害、類天疱瘡、間質性肺炎、急性膵炎 
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今回採用医薬品（採用）  従来採用医薬品 (削除 )  

●10 月 1 日より 

ピモベンダン錠 1.25mg「TE」 

アルファカルシドールカプセル 0.25μｇ「ﾌｿｰ」 

アルファカルシドールカプセル 1μｇ｢ﾌｿｰ｣ 

 

アカルディカプセル 1.25mg 

アルファロールカプセル 0.25μｇ 

アルファロールカプセル 1μｇ 

●10 月 1 日より 

アカルディカプセル 2.5mg 

 

10/1 削除 

削除医薬品通知 

後発医薬品採用通知 


